
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度ワンヘルスマスター育成プログラム（５回）が開催されました 

令和６年１１月１２日（火）、福岡県庁、糸島農業協同組合トマト生産者の生産現場（ワンヘルス認証生産現場）にて 

「ワンヘルスマスター育成プログラム」が開催されました。 

福岡県庁では、福岡県農林水産部食の安全・地産消課の職員による「ワンヘルス認証制度」についての講演と、 

外部講師による、「おうちで今すぐできる食品ロス削減」についての講演が実施されました。 

糸島農業協同組合トマト生産者の生産現場では、見学と説明が行われました。 

◎JA糸島礫耕トマト部会の栽培の特徴 

火山れき（軽石）を培土代わりにした水耕栽培で、養液管理のシステムに

より肥料管理や水分調整が行え、大玉で美味しいトマト栽培をしています。 

また、交配用マルハナバチを使用した栽培や天敵昆虫を利用した害虫 

防除など、化学農薬低減の取り組みを推進し、環境に配慮した栽培体系を

実践しています。 

そして、より安全・安心なトマト生産を行うため、「食品安全」「環境保全」 

「労働安全」等の考え方（福岡県 GAP）にも取り組んでいます。 

【糸島農業協同組合ホームページ】 

https://ja-itoshima.or.jp/ 

【福岡県ワンヘルス認証サイト】 

https://onehealth-certify.pref.fukuoka.lg.jp/certification/detail/0048 
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